
平成29年度　佐久大学免許状更新講習　講習一覧（選択領域）

領域・講習名 講習の概要 担当講師 会場 時間数 日程 受講対象者 受講料 定員

【選択】正しくパソコンを活用

するには

情報活用能力とはパソコンなどの情報機器を「扱う能力」ではなく「活

用する能力」である。しかし現状では前者の能力育成が偏重されて

いるのではないだろうか。

本講座では授業におけるデータ収集、分析、プレゼン作成の指導場

面を想定して、パソコンなどの情報機器をどのように活用すればよい

のかという本来の「情報活用能力」を解説し、さらに「情報活用能力」

育成の指導方略を解説する。

三池　克明

（信州短期大学部講師）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年7月22日(土)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 40人

【選択】国際理解の進め方ー

看護の国際協力を通して

日常生活の中で感じる国際化、各人の業務における情報のグロー

バル化、他国との国際交流の話を聞くにつけ、私たちは国際社会の

中で日本人、国際人として生活する姿勢が求められています。幼、

小、中、高校生がスムーズに他国籍の人を受け入れることができる

態度、異文化をお互いに理解し、尊重しようとする考え方は、周りの

大人の態度や環境に影響される場合が多いと思われます。国際理

解の進め方について参加者の経験を共有し、討議し、学ぶ機会とし

ます。

束田　吉子

（看護学部教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年8月6日(日)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 100人

【選択】足と健康

多様な足のトラブルが、子どもから高齢者にみられています。いま、

足育（あしいく）が提唱されるのは、“足は第２の心臓”といわれてい

るにもかかわらず、人々の関心が低いからともいえましょう。そこで、

足からの健康づくりについて、子どもの足の発達、足のトラブルとそ

の予防、足のアセスメント、日常生活での足のケア、靴の選び方と履

き方等、演習を含めた学習とします。

小野澤　清子

（看護学部非常勤講師）

宮原　香里

（看護学部講師）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年8月9日(水)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 50人

【選択】教員のためのメンタル

ヘルス

児童、生徒とその保護者、同僚や上司等、さまざまな人間関係の中

で勤務する教員には、こころの健康を保つための知識や技術が大切

となります。前半では、精神医療の現状と多様な価値観を受け入れ

る社会について考えます。後半では、教員自身のこころの状態に気

づき、その健康を保つための情報を提供いたします。

坂江　千寿子

（看護学部教授）

柿澤　美奈子

（看護学部講師）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年8月19日(土)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 80人

【選択】高齢者の理解

高齢者と高齢者を取りまく社会の理解について講義する

(1)加齢変化と高齢者の定義

2017年1月に日本老年学会が「高齢者」の定義を65歳以上から75歳

以上に見直すよう求める提言を発表した。なぜ75歳以上なのか、加

齢変化の理解と高齢者の社会参加の視点から解説する。

(2)加齢変化と事故

高齢者の交通事故、窒息、転倒などの報道が相次いでいる。加齢変

化と事故の関係、また事故予防について解説する。

堀内　ふき

（看護学部教授）

征矢野　あや子

（看護学部教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年8月20日(日)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 100人

【選択】強迫パーソナリティ・強

迫性障害・睡眠障害

今日近代社会において、強迫パーソナリティが最も多い性格傾向で

はないかと思われる。強迫性障害はその延長線上には無いようであ

る。当講習では、強迫パーソナリティ・強迫性障害・強迫性に起因す

る睡眠障害に対する理解を深め、その特質と関係性を論じ、児童生

徒や教師・保護者の皆様の学校生活を含む日常生活のQOL向上に

役立つ事を目標とし、苦悶からの再出発・再成長を促す方法を考察

する。

金高　茂昭

（信州短期大学部教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年8月26日(土)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭、

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 100人

【選択】がんと共に生きる人と

家族の支援

文部科学省は健康教育の一環として、がんについての正しい理解

と、がん患者や家族などのがんと向き合う人々に対する理解を深め

る「がん教育」の全国展開を目指しています。また、「がん」を抱え治

療を続けながら、家庭や社会で役割をもって生活することが可能な

時代になりました。そのため、がんと共に生きる人ならびに家庭や職

場で患者を支える立場の人たちの生活・就労支援などについて概説

します。

水野　照美

（看護学部教授）

鈴木　真理子

（看護学部准教授）

佐久大学

講義室

6時間

平成29年8月27日(日)

9：00～16：10

幼稚園・小学校教諭

中・高等学校教諭、養護教諭

6,000円 100人

※「足と健康」の講習は、5/22（月）に定員に達しましたので募集を締切ました。

※「正しくパソコンを活用するには」、「教員のためのメンタルヘルス」の講習は、6/5（月）に定員に達しましたので募集を締切ました。


